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シ
ョ
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長
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辺

　

巽

新
年
早
々
に
、
公
民
館
長
よ
り
第
二
回
排

球
大
会
開
催
に
つ
い
て
、
実
行
委
員
会
結
成

の
ご
指
示
が
あ
り
、
早
速
に
委
員
の
依
嘱
を

し
て

一
月
十
八
日
実
行
委
員
会
を
開
き
、
正

副
委
員
長
を
選
出
し
、
大
会
実
施
計
画
案
等

を
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
の
第

一
回
大
会
は
、

マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
の
メ
ン
パ
ー
が
中
心
で
、
各
部

一
チ
ー
ム
、

し
か
も
男
女
で

一
チ
ー
ム
で
部
対
抗
を
行

っ

て
お
り
ま
す
。
本
年
は
出
来
う
れ
ば

一
部
か

ら
四
部
ま
で
男
女
別
の
チ
ー
ム
で
、
部
対
抗

戦
と
い
う
こ
と
で
、
自
治
会
長
様
や
婦
人
会

興
学
会
の
役
員
様
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
幸
い
各
チ
ー
ム
づ
く
り
の
見
通
し

も

つ
き
、
そ
れ
な
ら
優
勝
ト

ロ
フ
ィ
ー
も
男

女
別
に
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
西
江
原
郵
便

局
長
に
ご
寄
贈
方
を
お
願
い
し
、
あ
り
が
た

く
も
立
派
な
優
準
両
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
戴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
ゝ
で
紙
上
を
か
り
て

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
二
月

一
日
よ
り
小
学
校
の
協
力
で

体
育
館
で
毎
晩
各
部
毎
に
、
大
会
前
日
ま
で

練
習
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
卓
球
部

等
他
の
部
の
方
に
体
育
館
使
用
を
譲

っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
選
手
諸
氏
に
は
お
疲
れ
の
と
こ
ろ

一

ヶ
月
間
練
習
に
励
ま
れ
、
本
当
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。
特

に
女
子
の
方
に
は
夕
食
の
準
備

や
、
ご
家
族

へ
の
お
世
話
等
で
練
習
時
間
を

都
合

つ
け
る
こ
と
は
と
て
も
大
変
だ

っ
た
と

存
じ
ま
す
が
、
ご
家
族
様
方
の
ご
理
解
ご
協

力
に
対
し
心
よ
り
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

お
か
げ
様
で
大
会
は
予
想
以
上
の
好
成
績

で
、
盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

当
日
は
、
中
山
審
判
長
や
審
判
員
、
各
役
員

諸
氏
の
手
際
よ
い
進
行
で
、
事
故

一
つ
な
く

予
定
通
り
の
時
間
で
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
委
員
長
と
し
て
こ
の
上
な
い
喜
び

で
し
た
、
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

立
場
上

一
つ
だ
け
希
望
を
申
し
あ
げ
ま
す
が

町
民
皆
様
に
は
日
々
お
忙
し
い
こ
と
ゝ
存
じ

ま
す
が
よ
り
多
く
の
応
援
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
ば
、
選
手
な
り
役
員
は
更
に
張
り
切
り

大
会
の
雰
囲
気
も

一
層
盛
り
あ
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

思
い
ま
す
に
今
後
こ
の
大
会
を
益
々
盛
大

に
し
て
ゆ
く
為
に
は
、
ま
ず
第

一
に
選
手
層

を
厚
ぐ
す
る
こ
と
ゝ
思
い
ま
す
。
そ
し
て
年

間
を
通
じ
て
少
く
と
も
月
に
二
、
三
回
位
い

の
練
習
計
画
を
立
て
、
選
手
の
養
成
に
努
め

る
こ
と
が
不
可
欠
の
問
題
点
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
現
選
手
諾
氏
の

ご
理
解
ご
協
力
と
、
各
地
区
分
館
に
体
育
部

を
設
け
、
地
区
民
挙
げ
て
の
体
制
づ
く
り
を

し
て
い
た
だ
け
ば
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
公

民
館
活
動
の
発
展
と
、
健
康
で
明
る
い
町
づ

く
り
を
祈
念
し
て
反
省
記
と
い
た
し
ま
す
。
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一
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二
十
八
日
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と
こ
ろ
　
　
西
江
原
小
体
育
館

今
回
は
、
チ
ー
ム
を
男
女
別

に
し
た
分
団

対
抗
戦
と
し
て
行
わ
れ
、
そ
の
成
績

は
次

の

通
り
で
す
。
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文
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祭
芸
能
発
表
会

因
幡
の
笠
踊
り

東
新
町
民
踊
会

稗
鴨
の
歌
月
曜
会
　
女
子

山
の
■
７
チ

。
な
ら
山
・
花
の
町
外

部
員

一
同

夫
婦
春
秋
河
合

・
蔵
内

富
士
山木

。
金
曜
会
　
女
子

茶
音
頭部
員

一
同

（裏
千
家
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影
を
慕
い
て

三
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帯
結
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員

一
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ｏ
大
山
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浦
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田
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田

江
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・
蔵
内
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井
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井
上

風
雪
流
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旅

木
　
山

富
士
山木

。
金
曜
会
　
男
子

斉
太
郎
節
細
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。
宮
本

。
坊
野

民
謡
女
子
並
に
民
議
女
子
共
演



一
周
年
を
迎
え
た

本
新
町
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

本
新
町
で
は
、
昨
年
春
町
内
有
志

に
よ
る

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
が
結
成
さ
れ
、
丁
度

一
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
　
　
　
ヽ

男
性
女
性
合
わ
せ
て
十
五
、
六
名

の
方
が
、

毎
月
第

一
、
第
二
の
日
曜
日
午
後

七
時
半
か

ら
十
時
ま

で
、
公
民
館

に
於

て
、
至
極
和
気

あ
い
あ

い
の
内

に
歌
の
勉
強
を
続
け
て
お
り

ま
す
。

更

に
多
く

の
方
々
が
参
加
下
さ

っ
て
、
会

が
益
々
発
展
し
、
町
内
融
和

の
深
ま
る
こ
と

を
会
員

一
同
希
望

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

新
加
入
を
大
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

小
角
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
の
結
成

二
月

二
十

一
日
小
角
地
区

に
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
四
十
六
名
、

こ
の
日
興
譲
館

の

グ
ラ
ン
ド
に
て
初
練
習
、
仲
々
の
意
気
込
み

結
成
式

は
小
角
公
民
館

で
行

い
、
今
後

の
運

営

に
つ
い
て
も
熱
心

に
協
議
を
し
た
。
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西
江
原
町
制
視
賀
唱
歌

長
尾
義
之
小
学
校
長
作
歌

一
、
吉
備

の
後
月

の
我
村

は

其

の
名
も
高
き
源
平
の

屋
島

の
役

に
扇
的

一
矢

に
落
し
功
名
の

那
須

の
与

一
が
城
下

に
て

商
来
星
霜
七
百
年

二
、
甲
の
峯

に
鎮
座
ま
す

八
幡

の
神

の
稜
威
高
く

村
人

　

一
い
や
増
し
て
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四

、町
制
施
行
　
大
正
十
四
年
四
月

一
日

西
新
町

大

山

　

強

ｏ
寒
椿
春
立
て
ど
な
お
散
ら
ぎ
る
に

雪
の
日
か
な
し
友
は
逝
き
け
り

ｏ
彼
岸
か
ぜ
五
色
の
椿
二
輪
咲
く

あ
す
は
天
地
の
鐸
で
咲
く
か
な

）

元
禄
頃
は
森
候
の

安
政
時
代
は

一
橋
候

世
々
代
々
の
城
下
た
り

維
新
此
方
農
工
の

業
栄
え
村
は
富
み

民
の
竃
も
賑
ひ
て

水
理
道
路
も
完
備
せ
り

北
は
連
山
襟
を
な
し

南
は
小
田
川
帯
を
な
す

山
河
自
然
の
形
勝
に

民
風
淳
厚
俗
を
な
し

自
治
協
同
の
賞
は
見
え

今
日
町
制
は
実
施
た
り

祝

へ
よ
賀
せ
よ
諸
共
に

我
が
此
町
の
将
来
を

写:壺 :
真‐真
真の真

:泉妻
★   ★
★★★★★

西
新
町

片

山
　
　
寿

ｏ
そ
よ
風
は
鳥
に
も
花
に
も
語
ら
い
て

春
の
音
色
の
新
曲
流
す

東
町

森
山
八
重
子

ｏ
初
冬
の
友
の
閑
け
き
別
荘
に

心
は
ず
み
行
く
歌
会
の
席

″俳
句
″

戸
倉

宗

古
同
勝

恵

ｏ
お
と
の
う
て
電
話
中
な
り
梅
に
庁

つ

ｏ
春
き
ざ
す
空
明
日
よ
り
今
日
の
色

戸
倉

佐

藤

　

“共

ｏ
引
鶴
の
消
え
て
虚
空
に
伺
も
な
し

ｏ
引
鶴
の
帰
心

一
途
の
首
の
ば
し


